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怪我に注意 ～破傷風～
子どもの予防接種でおなじみですが、ご存

じですか？ 破傷風菌（Clostridium tetani）
が引き起こす病気です。破傷風菌は土の中に
生息しており、傷口から体内に侵入します。
毒素によって口が開けられない、全身にけい
れんが起きるなどの神経障害が生じます。致
死率（死亡にいたる確率）は20％以上といわ
れ、大変危険です。
日本での発症は近年、年間約120人といわ

れています。予防接種を受けていないか、効
果が切れてしまった中高年の方の発症が主で
す。
小児に対しては定期接種（DPT-IPV、DPT、

DTなど）が行われています。昭和43年以前
に生まれた50歳以上の方はワクチンが未接種
であり注意が必要です。けがや事故、傷が土

で汚染された場合に
は、まずは傷の洗浄が
重要です。消毒液では
なく、流水で洗浄する
ことが必要です。
傷の程度や年齢、予

防接種をいつ受けたかによって、追加でワク
チン接種が必要になることがあります。
破傷風については、昭和43年以前生まれの

人に⽛計３回の接種で免疫を付けて⽜と推奨。
その後は免疫維持のため、10年ごとに１回の
追加接種が望ましいとしたサイトを中心に
なってまとめた中山久仁子医師は、⽛接種の
有無は母子手帳で確認を。記録がなければ免
疫が不十分と考え、３回の接種を勧めます⽜
と話しています。
詳しいことは大間病院までお問合せくださ

い。

７月24日(火)～25日(水)、大間病院で、北通り３町村の小
学生を対象とした将来の医療従事者を支援するための大間病
院見学会を行いました。
院内の見学や医療体験を行い、参加者のみなさんは熱心に

取り組んでいました。
今回も医療に興味を持っていただく良い機会となり、好評

でした。来年も開催予定ですので、ぜひ参加してください。

大間病院見学会が行われました


